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今月号の内容                           

  

  ※ 中１ギャップに注意 

 

  ※ どちらを選ぶ？ 

 

  ※ 今月の感想文より 

 

 えっ、そんなに慌てて進まなくても！ 

何と、新中１がすごいペースで授業に取り組んでいます。 

 

 数学では、５月中頃にある定期テストの範囲を大きくクリア、正負の数は、とっくに終了、 

次単元の文字式も終了するような状況です。 

 英語も、Ｕ４を終了、１学期範囲をゆっくりクリア。 

 勿論、全員ではありません。 

 

 このように理解度や進み具合に大きくばらつきがあるのに、学校や多くの塾では、未だに一 

斉指導をしているのです。 

 

 教師が大勢に一斉に教え込む近代の学校方式には無理があると言わざるを得ません。 

 

 したがって、これからの教育は、ＭＡＣが１０数年前から本格的に取り組んできた 

「教わる」から「学ぶ」へ 
       と方向転換されるのが望ましいのですが・・・・・ 
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また、授業形態もＭＡＣの考案したオープンスペースでの対話を重視した個別対応指導、 

いわゆる江戸時代の寺子屋形式のような授業が見直されるのではないかと考えています。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中１ギャップで注意したいのは、最初の定期テスト。 

「こんなはずではなかった」という成績による挫折感を味わうことにより、中１ギャップを悪

化させる子が出てくるのです。 

 更に、それに追い打ちをかけるのが、親の叱責！ 叱れば、叱るほど成績は落ちると思った 

方が良いようです。 

 

 そのようなことにならないためにも、中学部での授業に早く慣れ、全員が定期テスト１週間 

前には、ＭＡＣに来なくてもいいように授業を進めて欲しいですね。 
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どちらを選ぶ？ 

 

 私は、学生時代に中央卸売市場にある仲卸の会社でアルバイトをしたことがあります。 

 最初は昼間の時間帯での仕事でしたが、途中で夜間の時間帯に変わりました。時間給が高か 

ったからなのですが、学費を自分で支払う学生だったので、少しでも収入の多い方をと考えた 

のです。 

 でも、学生のアルバイトでなかったら夜勤を選ぶことはなかったでしょう。 

 

 なぜなら、それより低い時間給であっても、時間の経過と共に、経験したことが生きてくる 

そのような仕事に就いていなければ、将来につながることはないからです。 

 

 どちらかを選ぶ場合の選考基準は、「えっ！得する方、楽な方ってですか？」 

 それで、「モノ」になれば良いのですが・・・・・ 

 

でも、周りにはこのような基準で動く人がとても多いのです。 

 

また、日本社会はいつも入り口は一生懸命考えるけれど、出口まで想定していないことが多 

いと言われています。 

 

皆さんもご存じのように、大学院の重点化によって博士課程の定員を増やした結果、就職口 

のない「ポスドク（常勤研究職になる前の研究者・・・ポストドクターの略称）」が大量に発生。

また、司法試験改革も、弁護士になったものの、就職できない人を多く生み出しました。 

  

同様に、子供達の勉強にしても、周りの多くの塾では、子供達に考えさせることなく次々に 

答えを教え、これを覚えればテストで良い点が取れると目先のことに終始しています。全く先

のことが見えていないのです。このような勉強の仕方で、仕事が出来る人材に育つはずがあり

ません。 

 

それでは、学歴は仕事の成功につながるのでしょうか？ 

その前に、仕事の成功とは何かを考えなければなりません。 

 

仕事の成功を「権威、ポジションの獲得」・・・大企業や官庁での高いポジションを得る 

 

「ビジネスでの実績（それに伴う報酬の獲得）」・・自分で事業を立ち上げる、 

                 芸能人や職人として成功 

学歴は、成功をどう意味づけるのか、ゴールをどこにおくのかによって重要性が異なって 
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ることを考慮するべきではないでしょうか？ 

また、昔は１０人に１人が大卒でした。でも、今は２人に１人が大卒です。そのようなこと 

も合わせて考える時代になっているのです。大学を出れば何とかなるは幻想に過ぎません。 

 

ところで、保護者の皆さんは、子供達にどのような力をつけてほしいですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（朝日新聞とベネッセ教育開発センターが実施した「学校教育に対する保護者の意識調査」より） 

                    －４－ 



社会で役立つ力＝受験に役立つ学力 ではありません。 

 

受験勉強では、「苦手を克服する」ことに力を注ぎます。 

範囲（教科と出題の範囲）と上限（１００点）も決まっています。 

 

 生徒達にもよく言うのですが、社会に出れば１００点を取れば良いのではなく、周りには 

２００点、３００点、更には５００点、１０００点を出す人もいる。定められた範囲や上限は

ない、と。 

 

 就活でモノを言うのは成績だけではない、本人の現在の能力以上に、これから先の伸びしろ。

意欲と関心を欠いた人材には、企業は手を伸ばすことはない、とのこと。 

 

 そのためには、学力の前提になる「読み・書き・ソロバン」を習得する必要があります。こ

れは、勉強嫌いであっても、社会で役立つには必要・不可欠なモノです。 

 

 大学は出ているけれども、書く文字は乱雑、簡単な計算も電卓がなければできない。そのよ

うな人が増えているのは、目の前の成績さえよければ、勉強さえできればという学習の仕方に

問題があるのです。 

 

何よりもまず、学習教科の基礎・基本をしっかり習得し、なおかつ、やらされ勉強ではなく

自立・自律学習の習慣を身につけ、次なるステップに進むべきです。そうでなければ意欲と関

心のある人材を育むことは出来ません。 

  

 また、勉強ばかりに目を向け、成績ばかり追っていると、それよりもっと大切なこと、礼儀

や躾け、善悪の判断が疎かになってしまいます。 

 

 新聞でも報道されていた、神戸大や同志社大の男子学生のＵＳＪでの目に余る迷惑行為。 

大学生になっても、やっていることは小学生以下、勉強さえ出来ればの最たるモノではないで

しょうか？ 

 

 でも、たとえ勉強が苦手でも、「他人から好かれる」「強い動機を持っている」「他人を巻き込

むのが上手い」など人間関係の構築に優れた人の方が大きな成功を収めていることに注目すべ

きです。 

 

 勿論どちらもクリアできればいうことはないのですが・・・・・  
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今月の感想文より・・・授業を見学して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トライアル１冊終了時の感想文について 

 

 

 

 

 

 

 

 子ども達は、お母さんに褒められるのが一番嬉しいということをお忘れなく(^o^) 

６５％の子どもは今ない仕事に就く 

 「２０１１年秋に小学生になる子どもの６５％は今ない仕事に就く」。 

                   （米デﾕーク大学、キャシー・デビッドソン教授） 

 今後２０年間で、大きく職業が変化します。その背景には、ＩＴの影響力の拡大があります。 

現在の学校教育は、１００年以上前から続く制度をそのまま使っており、グーグルで検索すれ

ば誰でも解けるような暗記試験ばかりが重要視されているのです。ＩＴの動きを踏まえ、子ど

も達にとって何が必要かを真剣に考えるときがきています。 
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